
(57)【要約】

【課題】　燃料電池スタックのターミナルプレートの耐

腐食性向上と低コスト化を図る。

【解決手段】　本発明の燃料電池スタック（１０）は、

単セル（２０）を複数積層してなるセルスタック（２１

）の内部を貫通して反応ガス又は冷却水を供給又は排出

する流体通路（７１，７２）を備えている。流体通路（

７１，７２）はセルスタック（２１）の両端に配置され

た一対のターミナルプレート（３１，３２）のうちマイ

ナス側のターミナルプレート（３１）のみ貫通して入口

ポート（７１ａ）及び出口ポート（７１ｂ）に連通して

いる。プラス側のターミナルプレート（３２）には酸化

電流が流れるため、流体通路（７１，７２）を流れる冷

却水又は反応ガスの水分がプラス側のターミナルプレー

ト（３２）に触れないように構成することで、ターミナ

ルプレートの耐腐食性向上と低コスト化を両立できる。

【選択図】　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 単 セ ル を 複 数 積 層 し て 成 る セ ル ス タ ッ ク の 内 部 を 貫 通 し て 反 応 ガ ス 又 は 冷 却 水 を 供 給 又
は 排 出 す る 流 体 通 路 を 備 え た 燃 料 電 池 ス タ ッ ク で あ っ て 、 前 記 流 体 通 路 は 前 記 セ ル ス タ ッ
ク の 両 端 に 配 置 さ れ た 一 対 の タ ー ミ ナ ル プ レ ー ト の う ち マ イ ナ ス 側 の タ ー ミ ナ ル プ レ ー ト
の み 貫 通 し て 入 口 ポ ー ト 又 は 出 口 ポ ー ト に 連 通 し て い る 、 燃 料 電 池 ス タ ッ ク 。
【 請 求 項 ２ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 燃 料 電 池 ス タ ッ ク で あ っ て 、 前 記 一 対 の タ ー ミ ナ ル プ レ ー ト の う ち プ
ラ ス 側 の タ ー ミ ナ ル プ レ ー ト と 前 記 セ ル ス タ ッ ク と の 間 に 水 分 透 過 を 遮 断 す る 遮 断 プ レ ー
ト が 介 挿 さ れ て い る 、 燃 料 電 池 ス タ ッ ク 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 燃 料 電 池 ス タ ッ ク に 関 し 、 特 に 、 タ ー ミ ナ ル プ レ ー ト の 耐 腐 食 性 向 上 と 低 コ ス
ト 化 を 両 立 す る た め の 改 良 技 術 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 固 体 高 分 子 型 燃 料 電 池 ス タ ッ ク は 固 体 高 分 子 電 解 質 膜 の 両 面 に そ れ ぞ れ ア ノ ー ド 極 と カ
ソ ー ド 極 を 対 向 配 置 し 、 更 に そ の 外 側 を 一 対 の セ パ レ ー タ で 挟 持 し て な る 単 セ ル を 所 定 数
積 層 し た ス タ ッ ク 構 造 を 成 し て お り 、 ス タ ッ ク 両 端 部 に は 電 力 取 り 出 し 用 の 一 対 の タ ー ミ
ナ ル プ レ ー ト が 配 置 さ れ て い る 。 プ ラ ス 側 の タ ー ミ ナ ル プ レ ー ト に は 酸 化 電 流 が 流 れ る た
め 、 タ ー ミ ナ ル プ レ ー ト に 加 湿 ガ ス 又 は 冷 却 水 が 触 れ る と タ ー ミ ナ ル プ レ ー ト は 腐 食 す る
虞 が あ る 。 タ ー ミ ナ ル プ レ ー ト の 耐 腐 食 性 を 高 め る た め の ス タ ッ ク 構 造 と し て 、 従 来 か ら
各 種 の ス タ ッ ク 構 造 が 研 究 さ れ て お り 、 例 え ば 、 特 開 ２ ０ ０ ３ － １ ６ ３ ０ ２ ６ 号 公 報 に は
タ ー ミ ナ ル プ レ ー ト の 冷 却 水 路 内 側 に エ ン ド プ レ ー ト の 材 料 で あ る 樹 脂 が 嵌 合 し て イ ン サ
ー ト す る 構 成 を と る こ と に よ り 加 湿 ガ ス や 冷 却 水 が タ ー ミ ナ ル プ レ ー ト に 直 接 触 れ な い よ
う に 構 成 し た ス タ ッ ク 構 造 が 提 案 さ れ て い る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ３ － １ ６ ３ ０ ２ ６ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 し か し 、 特 開 ２ ０ ０ ３ － １ ６ ３ ０ ２ ６ 号 公 報 に 記 載 の ス タ ッ ク 構 造 で は 、 プ ラ ス 側 と マ
イ ナ ス 側 の 両 方 の タ ー ミ ナ ル プ レ ー ト を 冷 却 水 通 路 が 貫 通 す る 構 成 と な っ て い る た め 、 両
方 の タ ー ミ ナ ル プ レ ー ト に 腐 食 対 策 を 講 じ な け れ ば な ら ず 、 製 造 コ ス ト が 高 く な る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 そ こ で 、 本 発 明 は 燃 料 電 池 ス タ ッ ク の タ ー ミ ナ ル プ レ ー ト の 耐 腐 食 性 向 上 と 低 コ ス ト 化
を 図 る こ と を 課 題 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 上 記 の 課 題 を 解 決 す る た め 、 本 発 明 の 燃 料 電 池 ス タ ッ ク は 、 単 セ ル を 複 数 積 層 し て 成 る
セ ル ス タ ッ ク の 内 部 を 貫 通 し て 反 応 ガ ス 又 は 冷 却 水 を 供 給 又 は 排 出 す る 流 体 通 路 を 備 え た
燃 料 電 池 ス タ ッ ク で あ っ て 、 流 体 通 路 は セ ル ス タ ッ ク の 両 端 に 配 置 さ れ た 一 対 の タ ー ミ ナ
ル プ レ ー ト の う ち マ イ ナ ス 側 の タ ー ミ ナ ル プ レ ー ト の み 貫 通 し て 入 口 ポ ー ト 又 は 出 口 ポ ー
ト に 連 通 し て い る 。 プ ラ ス 側 の タ ー ミ ナ ル プ レ ー ト に は 酸 化 電 流 が 流 れ る た め 、 流 体 通 路
を 流 れ る 冷 却 水 又 は 反 応 ガ ス の 水 分 が プ ラ ス 側 の タ ー ミ ナ ル プ レ ー ト に 触 れ な い よ う に 構
成 す る こ と で 、 タ ー ミ ナ ル プ レ ー ト の 耐 腐 食 性 を 向 上 で き る 。 ま た 、 還 元 電 流 が 流 れ る マ
イ ナ ス 側 の タ ー ミ ナ ル プ レ ー ト よ り も 酸 化 電 流 が 流 れ る プ ラ ス 側 の タ ー ミ ナ ル プ レ ー ト の
腐 食 対 策 を よ り 強 化 す る こ と に よ り 、 両 極 に 腐 食 対 策 を 講 じ る よ り も 低 コ ス ト で あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
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　 こ こ で 、 一 対 の タ ー ミ ナ ル プ レ ー ト の う ち プ ラ ス 側 の タ ー ミ ナ ル プ レ ー ト と セ ル ス タ ッ
ク と の 間 に 水 分 透 過 を 遮 断 す る 遮 断 プ レ ー ト を 介 挿 す る の が 望 ま し い 。 還 元 電 流 が 流 れ る
マ イ ナ ス 側 の タ ー ミ ナ ル プ レ ー ト よ り も 酸 化 電 流 が 流 れ る プ ラ ス 側 の タ ー ミ ナ ル プ レ ー ト
へ の 水 分 接 触 を よ り 重 点 的 に 抑 制 す る こ と で 、 耐 腐 食 性 向 上 と 低 コ ス ト 化 を 両 立 で き る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 流 体 通 路 を 流 れ る 冷 却 水 又 は 反 応 ガ ス の 水 分 が プ ラ ス 側 の タ ー ミ ナ ル プ
レ ー ト に 接 し な い よ う に 構 成 す る こ と で 、 タ ー ミ ナ ル プ レ ー ト の 耐 腐 食 性 向 上 と 低 コ ス ト
化 を 実 現 で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 図 １ は 本 実 施 形 態 の 燃 料 電 池 ス タ ッ ク の 説 明 図 で あ る 。 同 図 （ ａ ） に 示 す よ う に 、 燃 料
電 池 ス タ ッ ク １ ０ は 、 電 解 質 膜 を 一 対 の 電 極 で 挟 持 し 、 更 に そ の 外 側 を 一 対 の 導 電 性 セ パ
レ ー タ で 挟 持 し て な る 単 セ ル ２ ０ を 複 数 積 層 し て な る セ ル ス タ ッ ク ２ １ を 備 え て い る 。 セ
ル ス タ ッ ク ２ １ の 内 部 に は 単 セ ル ２ ０ に 反 応 ガ ス （ 燃 料 ガ ス 、 酸 化 ガ ス ） 又 は 冷 却 水 を 供
給 す る 流 体 供 給 通 路 ７ １ と 、 単 セ ル ２ ０ の 電 池 反 応 に 供 し た 反 応 ガ ス 又 は 単 セ ル ２ ０ と の
間 で 熱 交 換 を 行 っ た 冷 却 水 を 排 出 す る 流 体 排 出 通 路 ７ ２ が 貫 設 さ れ て い る 。 セ ル ス タ ッ ク
２ １ の 両 端 部 に は 電 力 取 り 出 し 用 の 一 対 の タ ー ミ ナ ル プ レ ー ト ３ １ ， ３ ２ が 配 置 さ れ て い
る 。 タ ー ミ ナ ル プ レ ー ト ３ １ ， ３ ２ の 外 側 は 絶 縁 プ レ ー ト ４ １ ， ４ ２ を 介 し て 一 対 の エ ン
ド プ レ ー ト ５ １ ， ５ ２ に よ っ て 挟 装 さ れ て い る 。 燃 料 電 池 ス タ ッ ク １ ０ の マ イ ナ ス 側 の エ
ン ド プ レ ー ト ５ １ に は 、 流 体 供 給 通 路 ７ １ の 入 口 ポ ー ト ７ １ ａ と 、 流 体 排 出 通 路 ７ ２ の 出
口 ポ ー ト ７ ２ ａ が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 尚 、 反 応 ガ ス 供 給 通 路 及 び 冷 却 水 供 給 通 路 と 、 反 応 ガ ス 排 出 通 路 及 び 冷 却 水 排 出 通 路 は
そ れ ぞ れ 異 な る 流 体 通 路 で あ る が 、 説 明 の 便 宜 上 、 前 者 を 流 体 供 給 通 路 ７ １ と 総 称 し 、 後
者 を 流 体 排 出 通 路 ７ ２ と 総 称 す る 。 ま た 、 流 体 供 給 通 路 ７ １ と 流 体 排 出 通 路 ７ ２ を 区 別 す
る 必 要 が な い 場 合 に は 単 に 流 体 通 路 ７ １ ， ７ ２ と 総 称 す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 流 体 通 路 ７ １ ， ７ ２ は 一 対 の タ ー ミ ナ ル プ レ ー ト ３ １ ， ３ ２ の う ち マ イ ナ ス 側 の タ ー ミ
ナ ル プ レ ー ト ３ １ の み 貫 通 し て 入 口 ポ ー ト ７ １ ａ 及 び 出 口 ポ ー ト ７ ２ ａ に 連 通 し て お り 、
プ ラ ス 側 の タ ー ミ ナ ル プ レ ー ト ３ ２ に は 流 体 通 路 ７ １ ， ７ ２ の 入 口 ポ ー ト 及 び 出 口 ポ ー ト
は 形 成 さ れ て い な い 。 か か る 構 成 に よ り 、 流 体 通 路 ７ １ ， ７ ２ を 流 れ る 冷 却 水 、 又 は 電 池
反 応 等 で 生 じ た 反 応 ガ ス 中 の 水 分 が プ ラ ス 側 の タ ー ミ ナ ル プ レ ー ト ３ ２ に 触 れ る の を 防 止
で き る 。 タ ー ミ ナ ル プ レ ー ト ３ ２ へ の 水 分 の 接 触 を よ り 効 果 的 に 抑 制 す る に は 、 タ ー ミ ナ
ル プ レ ー ト ３ ２ と セ ル ス タ ッ ク ２ １ と の 間 に 水 分 透 過 を 遮 断 す る 遮 断 プ レ ー ト ６ ０ を 介 挿
す る の が 望 ま し い 。 遮 断 プ レ ー ト ６ ０ と し て は 、 セ ル ス タ ッ ク ２ １ と タ ー ミ ナ ル プ レ ー ト
３ ２ と を 電 気 的 に 接 続 す る こ と が で き 、 且 つ 水 分 透 過 を 遮 断 で き る プ レ ー ト で あ れ ば 、 特
に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 例 え ば 、 導 電 プ レ ー ト 等 が 好 適 で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 同 図 （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 マ イ ナ ス 側 の タ ー ミ ナ ル プ レ ー ト ３ １ と そ の 付 近 の 単 セ ル ２
０ に は 還 元 電 流 が 局 所 的 に 流 れ る の に 対 し て 、 プ ラ ス 側 の タ ー ミ ナ ル プ レ ー ト ３ ２ と そ の
付 近 の 単 セ ル ２ ０ に は 酸 化 電 流 が 局 所 的 に 流 れ る 。 酸 化 電 流 が 多 く 流 れ る プ ラ ス 側 の タ ー
ミ ナ ル プ レ ー ト ３ ２ に 水 分 が 触 れ る と 腐 食 が 進 行 し 易 く な る た め 、 タ ー ミ ナ ル プ レ ー ト ３
１ ， ３ ２ の 腐 食 対 策 と し て は 、 主 と し て 、 プ ラ ス 側 に 重 点 を お く 必 要 が あ る 。 上 述 の 構 成
に よ れ ば 、 燃 料 電 池 ス タ ッ ク １ ０ の 両 極 （ プ ラ ス 側 、 マ イ ナ ス 側 ） を そ れ ぞ れ 同 程 度 に 腐
食 対 策 を 講 じ る の で は な く 、 よ り 腐 食 し 易 い プ ラ ス 側 の 腐 食 対 策 に 重 点 を お く こ と で 、 タ
ー ミ ナ ル プ レ ー ト の 耐 腐 食 性 向 上 と 低 コ ス ト 化 を 両 立 で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ２ 】
【 図 １ 】 本 実 施 形 態 の 燃 料 電 池 ス タ ッ ク の 説 明 図 で あ る 。
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【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ １ ３ 】
１ ０ … 燃 料 電 池 ス タ ッ ク 　 ２ ０ … 単 セ ル 　 ２ １ … セ ル ス タ ッ ク 　 ３ １ ， ３ ２ … タ ー ミ ナ ル
プ レ ー ト 　 ４ １ ， ４ ２ … 絶 縁 プ レ ー ト 　 ５ １ ， ５ ２ … エ ン ド プ レ ー ト 　 ６ ０ … 遮 断 プ レ ー
ト 　 ７ １ ， ７ ２ … 流 体 通 路

【 図 １ 】
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